
下関市蓋井島の方言

一音声面の二，三の現象から一

              岡  野 信 子

は じ め に

 ふたおいじま ひびき

 蓋井島は響灘上に浮かぶ一小島である。かつては豊浦郡豊西村の内であったが，

                      よしみ
昭和29年，境界変更によって下関市に編入され，吉見支所の管轄内に入った。吉見と

の問に，現在は1日2便の連絡船（45分）がある。

                              よしも
 島の小学校に保存されている記録（筆写）には，この島は本村の吉母を去る西南7

海里半の海上にあって、．南北1里，東西30町，周囲およそ3里16町，面積0．83方里と

記されて吟る。全島ほとんど山地であるが，島の西南側に抱く湾に沿うで・わずかな

平地がある。39戸178人の一集落は，その湾にのぞんで山の斜面に営まれている戟

 島に住む人々は，ほとんど（小学校の先生以外）先祖代々の土地ら子であるが，

他地に働く間に配偶者を得て帰島した人も，3，4名はいるというこ．とであった。

今日，人々は漁業を主たる生業としている。かつては農業が主であったが，明治10年

代からは次第に漁業にも力をそそいで今日に到った。ごこは海女の島でもあって；

イソモノ（あわび・さざえ・うになど）の漁獲iの多くは，女性の働きによっている。

古老の言によれば，明治のころには，福岡県宗像郡鐘崎の海女が，この島に小屋住み

をして働いていたこともあるという。

 北九州にも2時間の航路であるこの島で1引鮮魚類は北九州市若松区の魚市場に出

                             じがた
している。ただし，その他の交易，教育等々の諸関係は，下関市の地方との間に深い。

昭和44年，吉見中学蓋井分校が廃せられて以来，中学生は吉見の寮に起居して本校に

通っている。現在は高校に進む者も多いという。

・本土の長門域と，九州の筑前域との間の響白上に，小さな飛石のような位置を占め

て，上述のようなくらしを営むこの島では，方言はどのような存立状況を見せている

であろうか。この小報告では・島ことばの音声上の2・3のこと一［ai'］連母音の

同化現象，ラ行音節におこξ諸変化・そして長呼現象一をとりあげて・それらの意
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比することについて考えてみたい。

 これまでの調査は，昭和47年4月2日～5日と，同年8月28日～8月30日の2回で

ある。以下に記す資料は，その折に得た2，070枚のセンテンスカード（1部は録音を

文字化したも也））中よりとりあげたも'のである。調査では，土地人の自然な発言の中

に，島の方言生活の全一体を把握することを心がけた。第2回調査では，吝声面に特

に留意したが，その際も，語を羅列して発音をたしかめる方法はとらなかった。外来

者に対しては共通語風に発音することa多いこの島では，そのような調査法は有効で

なかった。すくなくとも以下にとりあげた3項については，質問調査で自然な発音を

得ることは困難であった。

 1 ［aiコ運母音の同化現象

                                   一〉・：〈
 この島では［ai〕連母音はさまざまに発音される。あらたまった発言では，キカイ

（機械）ワ万イ（若い）のように不同化音で言うことも多い。方言音としては，

 一）t＊f： 一' 一一 mキカヤィ・キキャー・ワカェ．エ・ワカー等々のさまざまな発音があって，一定してい

ない洞一諸の発言曜程で洞一点§それぞ櫃っ焙相であらわれる1ともあ

る。また一語中に［aiコ連母音がごケ所にある時・デャータイ（大体）のように・前

後の［ai］連母音の音価の異なる場合もある。

  ※［e］に近い音をイ，［」コに近い音をイと表記する。

 以下に，［aiコ連母音の同化音を待つ方言事象を，活用語と不活用語とに大別して，

その同化相を記述する。両者の向化状況にはいくらかの差異が認められる。なお，語

幹に同化音を持づ形容動詞は，活用しない語の部にとりあげている。動詞の場合は，

語幹，語尾のいずれに同化音が現れても，活用語の部にとりあげている。ここに記す

のは単語形（必要炉あれば三部）で・あるが・文末詞の場合は文全体をとりだしてい「

る。

1 準同化現象
 準同化とは，同化しきってはいないが，伺化の傾向は認められるという存立状況を

言う。この用語は，佐藤虎男氏の「瀬戸内海域方言音声の地理学的研究一一tw戸内海

言語地図「長い」について一」〈方言研究年報第14巻〉から拝借した。

 後続［i］母音は前接［a］母音にひき寄せられて，［e］（イ）に近くなることも

あり，広がって［e］（エ）となることもある。一方，前接［aコ母音の調音点はいく・
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下関市蓋井島の方言 一音声言の二，三の現象から一

らか奥まったり，逆に前に出ている場合もある。前者を［e］（片仮名表記ではタ．

のように小さくやを添える），後者を［ee］（タ．エのように小さくエを添える。）と表

記した。このほか，先行子音が口蓋化して，［Cjaeコ（キャィなど）と聞えるこEIもあ

った。

  （1）不活用語に認められるもの                一i

 この下位では，品詞による分別を行なわないで，先行子音の等しいものをまとめて

並べている。

a［Caε］（〈［Caiコ） 「』               ．

 後続母音［iコが［ε］と交替しただけであるが，同化傾向はここにも認められる。

 アミノシマ 藍島    ダェータエ 大体

 クラガエ  飯櫃    マエバン  毎晩

 ヤマエ  病    サンサエ  3才

 ハエモチ  もっこ   ハーエ   はい（応答詞）

Oドコノ コ カエ。どこの子かい。（老女→二女）

○ヤッパー ヨロコブ ガエ。孫がやはり喜ぶよ。（老女→筆者）

 ［e］〈［i］の現象は語頭にもあらわれる。老人の教示によれ1渉かつては「亥の子」

はエンノコであった。

b［Cee］（＜［Caiコ）

 ナーンバヤイ 何杯  ・ タヤイテー たいてい

 ダヤィ   代    'シダヤイモ 次第に

 オダヤイジニ お大事に  カヤイサク 開作

 カヤイホ■一一 開放    キカヤイ  機械、

 アンガヤイ  案外    グラ．ヤィ  ぐらい（助詞）・

 サヤイコー  最高    サヤィゴ  最後

○列リ・一バタ亙テテモド汐死イ．．脚韻をたてて帰輝きたぞ．（老

 男→老男）

○ナンジャロー カヤイ。何じゃろうかい。（老女→老女）

c ［Cee］ （〈［Cai］）

 ダヤエタエ だいたい  カヤエセン・回線
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マヤエニチ毎日 サ・エゼン最善．

 タヤエギナ 大儀な（おっくうな）

○ヒド二心 ダや手。体が疲れるだろう。（青男→青男）

○ナシヤロ カ・ヤエ。なぜだろうかい。（青男→青男）

c' kCeεコ．（＜［Caiコ＜［Cani］）

 ナカヤエ  中に． シマヤエ 島に

アタママェ頭に ヤマ。工山｝と

 助詞「に」が続く際に，まずナ行子音が落ちて，それによって生じた［ai］連母音

 に，同化の傾向のあらわれることは，きわめてさかんである。

d ［Cjae］ （〈［Cai］）

 デャイブ だいぶ     キ平マイ 機滅

 ホーキャイボー 放胆者  ホー・一キャイナ どはずれている

 ナンキャイモ  ・何回も

○ドー ショー キャイ。 アンター。どうしょうかしら。ねえ。（青女→青女）

e ［Cjae］ （〈［Cai］）

 キキャエ 機械 』'ギャエコク 外国

○ナギジャロー キャエ。海はなぎだろうかね。（中女→中女）

e' ［Cjae］ （〈［Cai］〈［Cani］）．

 シミャエ 島に

f［Caeeコ（〈［Cai］）

 ダェイマル 大丸（個有名詞） ニコーカェイ 2航海

g ECaiE］ （〈［Cai］）

 タェエテー たいてい  ダェエガクセー 大学生

 ダェェブ  だいぶ   ジダェエ  時代

 リカェエ  理解    イッカェエ 1回

 シナェエ  市内    コーハェエ 後輩           ｝

○ムギョー ツキャー センカッタ カェエノ。麦をつきはしなかったかね。（老女

 →老男）
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下関市蓋井島の方言 一音声面の二，三の現象から一

  （2）活用語に認められるもの

a［Caεコ（＜［Ca｛コ）

 ワカーエ  i若い   ナエ 無い

 マエッテ 参って

［ε］〈［i］の現象は［0］母音の後にも．起って，フトエ（太い）1オソエ（遅い）のよ

うに言うこともある。またエレヨッタ（入れたものだ）φように語頭でも母音交替が

行なわれる。、

b ［Cee］ （〈［Cai］'）

 オモタヤイ 重い    ウカヤイ 若い

 ナヤイ'無し）     アラヤイ 荒い

 'ウルサヤイ うるきい  チーサヤイ 小さい

 タヤイテ 炊いて（焚いて）

c［Ceεコ（＜［Caiコ）

 ワカヤエ 若い．  ナヤエ 無い

d ［Ceee］ （〈［Cai］）

 ナェイ 無い   エラェイ えらい

 イ卑ヂ三イ 行けよ（ヂ＝イは軽い敬意をあちわす助動詞）

e〔Ceeεコ（＜［Cai］）

 ワカェ・一工 若い   ナェエ  ない

 チーサェエ小さい  マェエル参る

 これらが7日間に記録し得た準同化事象である。この同化傾向は活用語においては

不活用語におけるよりも劣勢で，［Cjae］［Cjaεコなどはない。また活用語では前接母

音［eコのものが〔犯］のものよりいくらか優勢である。

以上のような同化の傾向が更に勘ば・［Ce・コ・'仁9・：コ・．［C…コ・［C・・コ'の相互同

 化となるのであろう。

2 相互同化現象

 相互同化現象は準同化現象よりは劣勢である。

  （1）不活用語に認められるもの

a［Ce：コ（＜［Caiコ）．

 タヤーフー 台風   ダヤータイ だいたい
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クイキナ'ヤー 区域内  サヤーサン 採算

タヤーギデ  大儀で

b ［Cja：］（〈［Cai］）， （〈［Cai］〉［Cani］）

 デャLタイ  だいたい  キキャー』機械

 ニキャーダテ 2階建・  クミアイインギャー 組合員外

ミャーニチ 毎日

シミ' п[ 島に

ナキャー  中に

。 ［C¢：］（〈［Cai］）

タェーテー

マェーニチ

たいてい

毎日

カンジャーカ 管財課

ヤミャー 山に

カブシキガェーシャ 株式会社

マェートシ．毎年

ザェーニンチュー 在任中

d ［Ce：］（〈［Cai］）

 ［ε：］の認められる事象はまれで，アネー，コネ・：一，あるいはドネーヂなどの指示

形容動詞と文末詞ゲー（時にゲとなる）である。文末詞ゲーはガイの場合もあるが，

指示形容動詞の場合は・アナイナなどはまったく用いられていない。

○ソコニ．アロー ゲー。そこにあろうがい。 （小男→小男）

 これらは不活用語に認φられる相互同化現象である。活用語ではナヤ'一一、ナェー

（無い）がまれに聞かれるだけである。さきに準同化とよんだものの場合も，活用語

ではいくちか劣勢であったが，相互同化の場合はまったく勢力が落ちる。文末や話部

末が不安定な音に終ることを自然にさけて，［Ca：］に落着きやすいのであろうか。

あるいは活用語は不活用語よりも形が変りやすいために，次に記す順行同化をいち早

く起したのであろうか。

3 順行同化現象，'

 後続母音が前回母音にひきつけられて［Ca二］（〈［Cai〕）となることを言う。

  （1）不活用語に認められるもの

ブー＝．@
マ病＝

ターテー

ダーーショ

間

間合

たいてい

いくらか

アーサツ

ターフー

ダイター

デンダー

．挨拶

台風

ナこし、アこし、

ぜんざい
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下関市蓋井島の方言 一音三面の二，三の現象力疹一

 カースイヨク海水浴  タイガー たいがい

 アーク  マイク   ナーギ  内儀（茶の間）

 サーハイ 釆配

 文末詞ワイは述部と熟合して「オー マダ ツイチョラー。（おおまだテレビがつ

いてるわい。）のように言う。ツ・イチ・ル ワイ〉ツイチョライ〉ツイチ。ラーと変

化したもので，ラィ〉ラーの順行同化が起こっている。

○アマー イコー ガナ。女は海女に行くだろう，ね。（二男→筆者）『

○モアーウラー アガル添亨ス ィネ。うにが藻の先端に上るんですよね。（申女→

 筆者）

 「アマー」「モノウラー」が「海女に」「藻のうらに」であ為ならば，ここにも順

行同化を認めることが出来る。

  （2）活用語に認められるもの

a 形容詞に認められるもの

 イ 一痛い・オモター重い・タカー高い・チヵ一・近い・ワヵ一若い・

 ミジカー 短い・ナガー 長い・アマー 甘い・コマ■一一一小さい・セマー 狭い・

 ナーない・スクナー少ない・センナーいそがしい・ヤゼナー うるさい・

 コソケナー 段ちがいである・キシャナー きたない・ミタムナー みっともない

 ショーガナー しかたがない・ドーラクナー だらしがない・エラー 体が苦しい

 （「偉い」の意にも用いる。）タリクサー足りそうもない・ヒヤーつめたい

b動認助動詞，および動詞を基幹とする話部に認められるもの

 アータ 開いた・ターテ 炊いて（焚いて）・カターデ担いで・カートル 書い．

 てある・ナータ 泣いた・ハタラーチョル 働いたものだ・コサーデ（くっついて

 いるものを）こさいで・ヤーテ 焼いて・ハーテ』はいて・マー まい（助動詞）

 一一ッチョル入っている・イカーデモ 行かなくても

 順行同化現象は活用語，不活用語いずれにも起るが，活用語に特に優勢である。一

週間に得た異なり語数では，不活用語の15語（3話部を含む）．に対して，活用語は

34語であるに過ぎないが・延語数では・前者の20語に対して後者は84語にのぼってい

る。

 蓋井島における［ai］連母音の存立状況は以上のごとくである。得られた実例の範

囲では，不活用語の場合は先行子音が［t］，' md］，［kコ，［9］の場合に同化が起り
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やすく，［m］，［n］の場合がこれに続いている。活用語の順行同化は先行子音にか

かわりなく優勢である。年層による使用差は青年層以上ではほとんど認められない

が・小・中学生の場合は・活用語に1順行同化が起るだけである。もっとも・アネー・

 ソ斎＝や文末即興＝（ゲ）の［ε：コ音は語に固定していて，小・中学生も用いる。

 4 ［al］連母音同化現象から見た蓋井島方言の一性格

  山口県下の［ai］連母音同化とその分布について，藤原与一先生は次のように示さ

 れた。

  「安芸の全体に見えるこの傾向（筆者注［a：コの傾向）は，さらに周防長門の全

面においても見ることができる。しかし注意すべきは，周防の西部，長門の中部に

おいて，点々と［記：］が聞かれることである。周防大島でも同様なことがうかがわれ

る。」〈「国語方音における［ai］連母音の諸相」〉（「方言研究叢書』第1巻所収に

よる。）前川秀雄氏はこのような分布を単純化して「防府市の周辺から萩市の周辺に

かけて，連母音の［aiコは［e二］であるが，その他の地では［a：コである。」〈『方

言学講座』第三巻〉と言われる。

 筆者の調査では，たとえば山口市平川の老人ではタヤイ（鯛），ダヤエズ（大豆），

キャエ（会）などの準同化がもっとも盛んで，ときに相互同化のイキャー（大きい）

・なども言う。［ε：コはドネー二，ソネーナ類の語詞に固定的に存するだけである。順

行同化も劣勢で，助動詞マー（まい），および文末詞ワィが述部と熟合したクラー

 （来るわい）などに限られている。長門域の萩市における伺化状況も，山口市の場合

とほぼ同じであるが，コンマー（小さい）のような順行同化の形容詞を漁業区で聞く

ことがあった。萩市から南下するに従って，沿岸域では活用語の順行同化現象が優勢

                                 な
となる。準同化現象，相互同化現象の衰退の傾向は，長門南西部の漁業区で特に顕著

であった。対岸域のこのような状況に比して，蓋井島では準同化，相互同化もかなり

さかんな点に特色が見られる。

 山口県下の相互同化（準同化をふくめて）については，馳『方言学』（藤原与一先生

著）473頁に．r山陰，出雲地方以東にまた相互同化の傾向が著しく…略・・。山陰のこう

した状況は，山口県下の／Cai／〉／CaCEe／を介して，九州の状況につながっているとは

見られないだろうか。」の教示がある。これに依れば，蓋井島における［ai］連母音

の同化状況は，山陽的同化の優勢な中に，山陰的同化もまたかなりに根強いことを示

していると理解される。山陽路の最西端であるとともに，山陰と九州肥筑地域の間
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下関市蓋井島の方言 一音声面の二，三の現象から一

の，飛石的位置をも占めるこの島の方言の一性格がここに見られる。'この島でも，今

日，子供たちのことばには，活用語の顎行同化があるばかりである。山陰的な準同

化，相互同化は，今後，衰退の道をたどるばかりであろう。

 ］IIラ行音節におこる諸変化

 葦井島の方言では，ラ行音節に以下のごとき諸変化の見られることがあ多。'

1 ラ行音節の隠在

 これは中年以上の人々のことばに，ときに聞かれる程度のものである。

  （1）［ra］・［ri］音節の鳶職

 ［ra］の隠在したものとしてはダイガー（だいがらうす），［re］の隠在したものと

してはヤッパー（やはり）が得られたばかりである。'

  （2）［・u］膏節の昏冥

○ミナ カキソナー。先生は私の言うことを全部書かれる。（中野→筆者）

○バーサンガ ヒトリ ナンナー。お婆さんが一人になられる。（老女→老女）

○フタガ アケチャー ホカ。蓋があけてあるのか。（老女→息子）

 ［ru］の国字は文末・または文末に近い西部末におこる。筆者のこれまでの調査で

は・，山口県下でこのような［ru］の隠在を見為ことばなかった。九州の筑前域ではき、

わめて優勢な現象である。

  （3）［reコ音節の隠在

○ダーガ キチャッテモ ～。誰が来られても……q（中女→筆者）1

0アーノ ソンガ ワカレテ デキタ。この島の住民はあれの（あの家の）子孫が分

 れて出来た。 （老男→筆者）

○コーナ トボケ。この間抜けめ。（老男→青'男）

 コーナの出自は「これなる」であろう。

Oヒーナ マー ショーガナイ。そんならまあしかたがない。（老女→筆者）

 ヒーナは「それなら」の転じたものである。いずれも長呼の部分に［re］音節の隠

在が認められる。［re］音節の正忌は，代名詞，および代名詞を構成要素に持つ接続

詞に認められる。

2 ラ行音節の脱落

 この現象も特定の語にかぎって起る。男生徒の言った「センセー『モッチョン。
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 （先生持っているの。）」では， 「持つちょる」の「ル」が落ちている。このような

「ル」の脱落は青少年のことばに聞かれる。さきにあげたコtny一一ナもそ⑱出自「これな

．る」からみれば「ノレ'」の脱落であb，V＝ナにも「ラ」の脱落が見られる。1E一；ナは

百ナともEナラとも言う。コーナ，ヒ＿ナともに老人ことばである。一中年女性は，

                ノ
「ソレ牙 コー ホータナゲデネー。（それをこう，ほうたり投げてねえ。）」と言

った。「ホータナゲデ」における「リ」の脱落などは偶然のものであろうか。

3掻音との交替

 この島の方言では，ラ行音節が1音と交替することは，ナ行音節の前に限って起．こ

る。

  （1）［riコ音節の場合                 ．   ・

○イマ アゲヨンナッタ 百＝。いま波止場で魚をあげておられたよ。（中女→中

 女）

○バーヤン オドンナル ィー。婆さん，うまいこと踊られるのう。（中男）＜考母

 の盆踊りを見て〉

○モッチョンナレマー カ。あの人が持っておられないだろうか。（中男→中女）．

 ［riコと［nコとの交替現象は，「なさる」系の日常敬語であるナルの前にだけあ

らわれる。全年層にきわめて優勢で，筑前方言との近さを思わせる。1

  （2）［ru］音節の場合

○トショー トンチ．・ヨ。年老いるなよ。（老女→青女）．

 禁止のナの前のルが燈音と交替することも優勢である。

  （3） ［reコの場合

○コンナ オバーチ辱ン ナンポジャロー カエ。このおばあちゃん 年はいくつだ．

 ろうかな。（町の人のことばを老女が再現してみせたもの）

○アンニアエがYウ・・ソや一・．あそこにあれが鋤んだろう・＜扇風機を指さ

して〉（老女→筆者）

○アンネ フターツ、アロー ガナ。あそこにふたつあるだろう，ね。（老女→筆者）

 コンナはコーナとおなじく「これなる」であり，アンニ，アンネは「あれに」であろ

う。レがンと交替することはコンナ，コンニ，ア．ンニなどの1いくつかの指示語に限
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下関市蓋井島の方言 一音声面の二，三の現象から一

られている。

4 ラ行子音の脱落

［・コ子音が脱落して［・］（あるい1ま［・コ）となること・さらに［iコと樋こ

とは，この島のことばではいずれもかなり優勢である。

  （1）〔eコ，［ε］（＜［re］）

○アジャー アエガ ヒトリジャケ。私はあれ．（あの息子）が一人きりだから。（老

 女e筆者）

○ソェデスッ チャ東一。'そうなんですよねえ。（申女→筆者）〈相手のことばへの

 うなづき。〉

 このほか・接続詞のホエカラ・今一カラ・冬エ＝デなどにも［ε］（＜［reコ）の現

‘象が見られる。

 ［r］子音の脱落現象は，指示代名詞，あるいはそれを構成要素に持つ接続詞に起

こっている6ただし，アレ，ソレ，コレ，』オレ（俺）に助詞「を」（又は「をば」）』

が続く場合は，母音［eコと［oコの逆行同化現象が先行して，アロー，ソロー，

コn 一一，オローとなる。

 ［r］子音の脱落現象は，．また以下に記すように，敬語助動詞のレルやナレタ（ナル

の連用形にダの続いたもの）にもあらわれる。

○ヨー キーチョラエノy。先生はよく聞いておられる。（中女→筆者）

○ハダカデカラ ネー。モヲリヨンチエタ ガ矛＝。私の母ははだかで海にも'ぐって

 おられたがねえ。（老女→筆者）

 そのほか，動詞にこの現象の認められることもある。

○ハナエチョルケー ネー。子供が親と離れているからねえ。（中女ら筆者）

  （2） ［i＝1（〈［e＝］＜［reコ）

 ［rコ子音を落とすとともに，［eコ，［εコが［i］・と交替することも多い。この現

象は［e］・［ε］（〈〔re⊃の場合と同じく・指示語や・日常敬語の助動詞ナY（ナ

ルの連用形）がタに続く時にあらわれる。

○ダィジャロー キャエ。誰だろうかい。（三男）

○オイ カエ。俺かえ？（老女→筆者）．

○コイジャッタラ てジチガ デテ 下ルポドノ コーi一モ チイ。これだったら智が

                 （25）



 海に出て取るほどのこともない。（中女→筆者）

○アイデモ チョ．ット ミテ ミョー。あれでも（そうは思うけど）ちょっと見てみ

 よう。（三女）

○ホイ キャー。そうかね。（雨女→老女）

○ホイケ 四一 トコ ナー。だから島はい押所ですよねえ。（老女→筆者）

○ミミガスェッタチ イーナイタ。（でんわであんまり大きな声を出すものだか

 ら）耳が聞こえなくなったと言われた。（老女→筆者）

      ノ
○ヨート ミチョー ミテ イキナイ エー。

 ［iコに転じることは，［eコ，［εコに転じるよりもさらに頻度が高い。ただし助動

詞レルはエルとはなるがイルとはならない。

5 ラ行音節におこる諸変化の意味すること

 ラ行子音のよわまり又は脱落の現象については，それが山陰と九州に顕著であちこ

  ×
とが明らかにされている。

 ※藤原与一先生著：「方言学』471頁～472頁

  室山敏昭氏「山陰方言の音声学的研究」＜鳥取大学教育学部研究報告（人文科

  学）第21巻第1号〉

 蓋井島の方言に見られる，上述のようなラ行音節上の諸変化は，この島の方言が，

山陰九州の三三中にあることを立証する，一特性であると言えよう。ところで，この

現象は山口県本土部でも点々と拾うことが出来る。たとえば，『全国方言資料』第5

巻所収の，都濃郡都濃町の老人の会話には，ハエノ（晴の），オヤスミンサエマセ（お

やすみなされませ），オフロエナエトー（お風呂へなりと），ソエデア（それでは）な

どが見えている。筆者の調査でも，蘇市ではシナエタ（死なれた）・キサェエタ（来ら

れた）の言いかたは優勢であった。山口市平川の老人は「アイラーデモ ネー。」（あ

れら一あの人たち一一でもねえ。」と語った。蓋井島にもっとも近い吉母，吉見で

も， 「ヲンニ ハエガ オラー ヤ。（あそこにはいがいるよ。）」とか，「ソイジャッ

タ カィナー。（そうだったかねえ。）」がときに聞かれる。ただし．蓋井島にさかん

なオドンナル（踊られる）や，ナンナー（なられる）などは聞かれない。長門の本土

域には稀薄な山陰九州系脈性が，この島の方言にはかなりに濃い状況を見ることが出

'来る。
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下関市蓋井島の方言 一音声面の二，三の現象から一

 皿 長 音 現 象

                  ，      ノ
 葦井島の方言音声でまず耳を打つのは，「ア7 ナーア。（あのねえ。）」「ホィテ

  ノ
ナーア。」のような文末長呼音である。中年以上の人々のことばには，ζのような長

呼がナ行文末詞のほかにも聞かれる。以下に品詞別に語例をあげる。同一品詞の内部

では音節数の少ないものから順にあげ，同一音節語の中は，長呼の位置によって整理

している。なお，単語としてあげにくいものは話部をとりあげている。

1 品詞別実例

  （1）名 詞

a1音節語- ・        ・
    せ       コ  ロ
 セー 岩    ホー ほ（準体詞・文末詞）

b 2音節語
 バーン 番   モーリョー守を

 アーンニ あれに（あそこに）

 ツーレ 連   カーシ 菓子

 ニージ 虹

 ヤクー役 ハコー箱          一
 フロー風呂 タルー樽

 ミナー 皆   ウチーニャ 内には（主人は）

 ババーニャ 馬場（姓）には

6 3音節語

 イーヤリ蟻 ヨーナベ夜業

 ミーンナ皆 ターマチ田町（たんぼ）

 ヨーズキ 夜回   ・

 ヨーズリ 夜釣  ヨーダキ 夜焚（夜，あかりをつけて漁をすること）

 ヒートリ 1人  ミンーナ皆

 フターリ 2人  フターツ ふたつ

 アベヤーク わやく（ふざけごと）

 コンドー 今度 ヒrテー二 1日に

 これらの中で，「夜突」「夜釣」にはヨーズーキ，ヨーズーリと長呼が2ケ所にあ

                 〔27〕・



らわれることがあった。

 この局では「」i＞れを」「これを」の類はアm一コローと言うことが多いが，これ

に莇謁「ば」が続くと，ア百二矛バ，コi牙fバとなる。'これも長呼の1種であろう。

d 4音節語

 イーッパイ 1杯   ナーンバヤイ 何杯

 サーンニン 3人  アキャーガリ はねっかえり

 ヒューマンゴ 曽孫'サケノセー 酒の瀬（岩の名）
          x

 アニーサ≧兄さんtカイクtゴハンかやく飯（五目飯）

  （2）動 詞

 シー石7テ しながら  ホ一舟ヅチョク ほ1っておぐ

 動詞に長呼現象があらわ一ntることは．きわめてまれである。このほかに，「オアガ

リー ナ。（お上りなさいな。）」「オイキー ネ。（お行きよ。）」のように，連用

形による命令表現において動詞末尾を長呼することは，長門地域に一般に行なわれて

いる。

  （3）形容詞

 ワカェー工 若い   ナガェー工 長い

 ナガーア長い、  ヤークサー布・綿の焼けるにおい

 キシャーナー 汚い  オモタヤーイ'重い

 オカシーイ 変だ   ヤサシーイ 優しい

 ヨートシガナー みかけがよくない

 イソガシーイ いそがしい

 老女に聞いたヨートシガナーを中年女性にたしかめるとヨトシガナイであった。こ

のほか，「ザ亨一ノ9一 トコ（取りちらしt2所）」の「ザ5一ノチー」は，そのアク

セントからすれば2語であろうか。いずれにしても「ザマー」は「ザマ（様）」の長

．呼である。

 形容詞では，ワカェーアエのように，長呼が2音節に相当する長さを持つ場合もあ

る。このほか，「シーロ ナッタ．。（白く・なった。）」「コーモニキッテ（小さく切

'って）」ls，「シロー」「コモー」の長呼の位置が動いたものであるが，きこえはや

はり一種の長呼である。・
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下関市蓋井島の方言 一音声面の二，三の現象から一

  （4）形容動詞．

 スー午一デ好きで  アーンキナ 尊）んきな

 ターイギナ 大儀な（おっくうだ）

  （5）副 詞

 ジーット じっと'   シャ．一 Ptト しゃんと

 チャーット きちんと  イマー二 今に到るまで

 』イツーモ いつも    ヒトツー ひとつ（試みに）

 ナーンサエ 何にも   マヤーイ百二'毎日

 イーットキ しばらく ヤーッ天リ やはり

 コア＝7ダ この間  ' イッーヨ＝モ いっしょに

  （6）助．動詞

タルマイー足多まい』 Gンナ寵鰯れた
 シト「オデ したくて  キチョッテジャー ニネ 来ておられてだわね

 ※ジャーは文末詞に近くなっている。

  （7）助詞

 イワスルトー 言わせると  ウマレタナ＝リデ 生れたままで

  （8）文末詞
     ノ
○アノ ナーア。 あのなあ。'

○コンダ ネーエ。 今度はね。

○ヌクイ．ダーイ。 暖いそ。

  （9）感動詞・感動文

 ハーイ・アーイ・フーン・ウーン・ヤーレ・アリー・アーり一

2 長呼事情について

 長呼された語のアクセントの型と，もとの語のアクセントの型との間には，次のよ

うな蘭係が認められる。

a 語頭，語中の音節が長呼される時，長呼部の高低は前の音飾に従う。本来の音節

を○，長呼部を一で表記すると以下のとおりである。
   コ        コ              

 ○一〇＜○○（ツーレ，カーシなど）

 ○一〇〈QO（モーリ，バーンなど）
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  一一一一 T OO一〇＜○○○（フターリ，アベヤークなど）

 ○一〇〇〈○○○（ヒートリ）

 ○○一〇＜○○○（ナガェーエ，ワカヤーイ）

 ○一〇〇く○○○（ターマチ，ヨーズキなど）

ここには2，3音節語を例にあげたが，1音節語，あるいは4音節以上の語でも同様

である．。

b平破アクセントの語の語頭音節を長呼した時は，語頭から高音が連続する。

ニージ（虹）・イーヤリ（蟻）・・rナざ（夜業）

c 語末音節が長呼されると，原則として長呼部分は低音でip fg。

 タ万一（樽）・ミチー（皆）・フ石一．（風呂）・アfヨー一（あそこ）

低音になるはずの語末長音が，ヤクー（役），ヒトツー（ひとつ）のように，前の音

節に続けて高いのは，語頭，語中音節め長呼の場合への類推であろうか。

 以上は得られた語例の範囲での考察にとどまる。今後さらに多くの語例を得て考え

たい。語頭，語中音節の長呼と語末の長呼とでは，アクセント上に差異があるのは，

その長呼の性質（長さなども）にいくらかの違いがあるためであろうか。

 蓋井島における長呼現象はさして優勢ではない。語中の長呼は「ヨーズキ」のよう

に，xxやや長いxxと感じる程度にす．ぎないこともたびたびであった。また，長呼と聞

こえたものを，調査者が再現してみると，話者はそれを否定して，「ツレ」「ヨダキ」

と短呼で答えることもしばしばであった。長呼が固定しているのは，ヨーナベ，

イマー二などのわずかの話である。これらのこ'とは，蓋井島の長呼現象の衰退を示す

ものであろう。

 ところでこの島には，長呼現象と表裏一体のものかと思われる促音挿生の現象も認

められる6 ．           』         、

 テッショ（手塩一お皿）・タッコンパチ（竹の皮で張った笠）・・アッキャーガリ

 （はねっかえり）・ワレガッチ（われがち）・フエッタ（増した）・aゲッチョル

 '（逃げている）・カッケッテ（馳けて）・タッケル（叫ぶ）'・フットイ（太い）・

 ヤッレ（感動詞やれ）

 長呼しがちな話者は，'一方では促音を挿入して言うことも多かった。また「ミ

ナ カキソナー（先馬は全部書かれる。）」や「ヤキハlll シタ インナ。（やけど

をしたよね。）」の擾音も長呼と同種のもでのあろうか。これらから推して，長呼の発
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 生は強調意識にもとつくかと察せられる。形容詞，形容動詞，副詞の長呼には，話
                               1
者の強調の意図を感じさせる場合が多かった。

 このような長呼事象は，山口県の本土部でも点々と拾うことが出来る。筆者の手元

のカードにも，カーミ（神）・ヒートリ'（一人）・キ一手（来た）・ボクサヤーエ（つ

まらない一性向語）・ヒーサン．（久しく）・オットーリ（大体）〈以上，山口市平川〉

〈アタクシラーズーレ（私ども年配）〈萩市〉 ナーント（なんと）〈豊浦郡二見〉

ターエ（田へ）・フーガエー（ふがよい一運がよい）・ヨメジョーサン（嫁じょさ

ん）〈豊浦郡湯玉〉 マーンジューシャゲ（曼珠沙華）〈豊浦郡吉母〉 などがある。

なかには偶発のものがあるとしても，多くは残存のものであろう。「全国方言資料』

第5巻に所収された，島根県那賀郡雲城村の老人会話資料の中には，ナーント（なん

．と）・ミチーガ（道が）・ナーカヅタ（なかった）・ナヤーノ（納屋の）・フーキカ

ヤーテ（吹き返して）などが見えている。

 方言上の長呼現象については，すでに九州方言における長呼現象が明らかにされて

いる。〈「国語方言上の一長音現象（「子」を「コー」と言うのなど）」藤原与一

先生，国文学三二30号〉先生は「総体的には，この現象の成立は，新しくないだろ

う，と考えることができようか。』と論じておられる。その後，室山敏昭氏は丁京都

府与謝郡伊根町方言の音声生活について」 （国語国文第36巻第12号）の中で，いわゆ

る裏日本的な音声現象のひとつとして，この現象を取上げられた。蓋井島の長呼現象

も，さきの［ai］連母野の同化現象や，ラ行音節上の諸変化とともに，この方言の山

陰九州系脈性を証するものと言えよう。

  む す び

 蓋井島の方言音声の二，三のことに注目するとき，この島の方言の一つの性格一

山陰の方言，九州肥筑の方言にきわめて近いこと一が明らかになった。九州的な

ものとしては，連体助詞「の」が母音を落して擬音となることをもっけ加えたい。

オナゴンコ（女の子）・イマンゴト（今のように）・ユーダケンコト（言うだけのこ

と）などの言いかたは，蓋井島ではきわめてさかんであるが，山口県の本土部ではま

れなようである。蓋井島ではまたキモン（着物）・タキモン（焚物一薪）のように，

語中の「の」も擾音化する。

 この島の方言の山陰色，九州色は，単に音声面にあらわれるにとどまらない。表現

                 （31）



、法の上にも多くのこと縮減することガ・出来る・九州のバイを想わせる・妹詞バヤ

が存することもその一つであろう。「コラー アメジャロー バヤ。（この天気では

雨だろうよ。）」また「ギョ平ヨーオバ ナニ セニャ ィケン ホィ天。（漁協を，

なにしなくちゃ，盛りたてていかなくちゃいけないのよ。）」のような「～をば」は

九州のホンバ（本をば）の原形である。格助詞「から」が，手段や経由をあらわす意

味にも用いられることも，九州の肥壷方言とよく似ている。

 ○フネカラ イク。船で行く。

 ○オカカラ イク。徒歩で行く。

 ○イヌカラ カマレタ。（犬にかまれた。）

 さで・これまで山陰的・九州的特性であるとしてあげてきたいくらかのことは・本

土の長門域にも，残存，衰退の様相で分布していることが多い。その実態はそれぞれ

の項で見てきたとおりである。山陽路を進んできた言語波は，その西端の長門域一

特に南部沿岸域一の方言をも多く改新したと思われる。蓋井島には，この言語波の

       じがた
とどくことが，地方よりはゆるやかであったと考えられる。その山陰九州系脈性は，
じがた

地方の方言よりは留まりやすかったのであろう。

 この小稿では，蓋井島の方言の山陰九州性を考察することを試みた。取上げた二，

三の現象は，古態と呼び得るものであろう。この島のことばには，一方にはまた，言

語改新の早さ，使用語の単純化を考えさせる諸現象も見られる。たとえば，長門でも

筑前でもさかんなマ・バ行五段動詞のウ音便現象は，この島ではほとんどあらわれな

い。あるいはまた，打消過去の言いかたにしても，イカンカ7タ（行かなかった）の

ように，ンカッター色で，長門の本土部とも，あるいは九州の筑前とも様相が異なっ

ている。この改新この単純化は何に起因するのであろうか。

 長門と筑前の間に位置する島の，単一，単純な小集落（教職，，僧職以外は全島同一

職業でもある。）の言語生活はいかに形成されていくか，今後も考察を続けたい。 ，

                              （1972． 9． 22）

 この小論は藤原先生のご教示に多くを負うております。深く感謝申上げます。また

調査に際しては吉津久子氏のご配慮と，、蓋井島漁業組合長榊吉春氏をはじめ全島の方

々のご協力をいただきました。・厚くお礼申上げます。

（32）


